































































































































































・1918 年 1 月 1 日 青森県、南津軽郡田舎舘村諏訪堂に生まれる。　
・1937 年 3 月 東奥義塾高校を卒業。
・1943 年 9 月 早稲田大学政経学部政治学科を繰り上げ卒業。
・1943 年 10 月 24 日 金木町津島文治の娘陽と結婚。
・1946 年 10 月 村の青年団長に就任
・1947 年 4 月 30 日 県会議員選挙に出馬・トップ当選。
・1951 年 4 月 30 日 県会議員選挙に出馬・第 5位で当選。
・1955 年 4 月 30 日 県会議員選挙に出馬・トップ当選。
・1957 年 12 月 17 日 県会議長に選出。
・1960 年 11 月 20 日 衆議院総選挙に自民党から第二区に出馬・トップ当選。
・1963 年 11 月 21 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1966 年 8 月 郵政政務次官に就任。
・1967 年 1 月 29 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1967 年 5 月 自民党県連会長に就任。
・1969 年 12 月 27 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1972 年 12 月 18 日 衆議院議員運営委員会委員長に就任。
・1975 年 11 月 弘前中央学院大学理事長に就任
・1976 年 12 月 5 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1976 年 12 月 24 日 国土庁長官に就任。
・1986 年 10 月 7 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1980 年 6 月 22 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1980 年 7 月 自民党国会対策委員長に就任。
・1981 年 11 月 30 日 農林大臣に就任。
・1983 年 3 月 東奥義塾の理事長に就任
・1983 年 12 月 18 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1984 年 12 月 『私は今の農林水産行政をこう見る』（創造書房）出版。
・1986 年 4 月 弘前中央学院大学学長に就任。
・1986 年 7 月 6 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1988 年 8 月 24 日 防衛庁長官に就任
・1990 年 2 月 18 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1993 年 7 月 18 日 衆議院総選挙に出馬・当選。
・1996 年 10 月 20 日 衆議院総選挙に出馬・落選。
・1997 年 4 月 21 日 政界引退を表明。　















































































































































































・1910 年 8 月 2 日 南津軽郡五郷村（現青森市浪岡）に生まれる。
・1923 年 4 月 旧制弘前中学に入学。
・1927 年 4 月 旧制弘前高校に入学。
・1930 年 4 月 東京帝国大学医学部に入学。
・1931 年 治安維持法違反で検挙。
・1932 年 日本共産党に入党、治安維持法違反で検挙。
・1933 年 12 月 東京帝国大学医学部退学処分。
・1935 年 1 月 青森歩兵第 5連隊に入隊。
・1937 年 東京帝国大学医学部復学。
・1939 年 3 月 東京帝国大学医学部卒業。
・1945 年 8 月 弘前陸軍病院で終戦。
・1946 年 1 月 日本共産党青森地方委員会開催、委員長に就任。
・1947 年 弘前市に津川診療所を開設。
・1949 年 弘前文学会結成に参加。




・1963 年 4 月 青森県会議員に当選。
・1966 年 4 月 青森県会議員に再選。
・1969 年 12 月 衆議院議員に当選。
・1972 年 12 月 衆議院議員に再選。
・1976 年 12 月 衆議院議員に三選。
・1979 年 10 月 衆議院議員に四選。
・1980 年 6 月 衆議院議員で落選（次点）。
・1983 年 12 月 衆議院議員に五選。
・1986 年 7 月 衆議院議員で落選（次点）。
・1988 年 9 月 4 日 死去、享年 78 歳。
出典：「年譜」阿部誠也『アルバム　津川武一の軌跡』〔北方新社、2002 年〕、119~122 頁。




































































































































































































































































































































































































































・1905 年 5 月 20 日 岩手県普代村に生まれる。
・1917 年 3 月 普代村立堀内小学校卒業。
・1922 年 3 月 宮古水産学校卒業。
・1926 年 3 月 明治大学商学部卒業。
・1932 年 2 月 八戸魚市場取締役。
・1943 年 3 月 南部貨物自動車社長。
・1948 年 11 月 大洋水産社長。
・1953 年 8 月 デーリー東北新聞社取締役。
・1954 年 3 月 八戸商工会議所会頭。
・1956 年 8 月 八戸ガス社長。
・1959 年 青森県水産振興会会長。
・1961 年 3 月 熊谷漁業社長。
・1963 年 11 月 衆議院・総選挙に出馬、初当選。
・1964 年 青森県漁港協会会長。
・1967 年 1 月 衆議院・総選挙に出馬、当選（二期目）。
・1968 年 行政管理政務次官に就任。
 自民党青森県連会長。
・1969 年 12 月 衆議院・総選挙に出馬、当選（三期目）。
・1972 年 1 月 八戸工業大学理事長に就任。 
・1972 年 12 月 衆議院・総選挙に出馬、当選（四期目）。
・1976 年 12 月 衆議院・総選挙に出馬、当選（五期目）。 
・1976 年 1 月 衆議院社会労働委員長に就任。
・1979 年 10 月 衆議院・総選挙で落選、政界引退。
・1980 年 勲二等瑞宝章を受章。
・1989 年 5 月 八戸市特別功労者表彰。
・1994 年 1 月 4 日 肺炎による心不全で、青森県八戸市の病院で死去、享年 88 歳。
出典：熊谷拓治「熊谷義雄略歴」『「はちのへ海の物語」より　ものがたり　熊谷義雄』〔1990
年、尾崎印刷工業〕、222~223 頁。














































































































1963 年 6 万 8,999 2 位
1967 年 6 万 7,738 2 位
1969 年 6 万 6,156 1 位
1972 年 6 万１,701 2 位
1976 年 6 万２,504 2 位































































（1912 年 1 月 15 日～1968 年 3 月 17 日）
＜年表＞
・1912 年 1 月 15 日 弘前市品川町に生まれる。
・1925 年 3 月 第二大成小学校卒。
・1929 年 社会民主党に入党。 
・1932 年 全農青年部青森県連合結成・執行委員。






・1949 年 1 月 23 日 衆議院総選挙に出馬・落選。
・1951 年 県会議員選に出馬・当選（二期目）。
・1955 年 2 月 27 日 衆議院総選挙に出馬、落選。
・1958 年 5 月 22 日 衆議院総選挙に出馬、初当選。
・1960 年 11 月 20 日 衆議院総選挙に出馬、落選。
・1963 年 11 月 21 日 衆議院総選挙に出馬、当選（二期目）。
・1967 年 1 月 29 日 衆議院総選挙に出馬、当選（三期目）。
・1968 年 3 月 17 日 胆のうガンで死去。
出典：「県会議員略歴」『青森県議会史　自昭和 2 １年 ~ 至昭和 34 年』〔青森県議会、1959













































































1949 年 8,089 票 落選（次点７位）
1955 年 2 万 6,617 票 落選（次点３位）
1958 年 4 万 5,703 票 当選（３位）
1960 年 4 万 0,110 票 落選（次点２位）
1963 年 4 万 7,670 票 当選（２位）

























































































































































戦後青森県の「保守勢力」と「革新勢力」③ ― 青森県選出の国会議員像 ―
― 175 ―
（33）「島重さんさようなら－親しまれた人柄」
『陸奥新報』1969年3月19日、7面。
（34）同上。
（35）「熊谷義雄」『きたおうう人物伝』〔デーリー
東北社、1995年〕、304頁。
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